
第 49 回研究会ࡢ概要 
教育࣭研修委員会 

 

Ϩ㸬ࡌࡣめ 
第 『9 回研究会ࡣ 「016 年 8 ᭶ 「』 日㸦木㸧 「6 日㸦金㸧ࠊ熊本┴玉名ᕷࡢ九ᕞ┳護福祉大

学会場࠾ࢆ借࡚ࡋࡾ開催ࠋࡓࡋᅗ書館員ࡢ現状課題ࢆ考えࡿいう企画意ᅗࠊࡶࡢ

事例発表࣭ࣉョッࢩࢡ講演࣭ワ࣮ࠊࡋ役割ࠖࡢᅗ書館－ᅗ書館員護教育┳ࠕࢆ࣐࣮ࢸ

講師ࡣ参加者ࠋࡓࡗ࡞行ࢆ 』 名ࠊ役員࣭委員 6 名ࢆ含ࡵ総数 」1 名࡛ࠊ内訳ࡣ会員 「7 名ࠊ

非会員 『 名࡛あࠋࡓࡗ本稿ࡣ概要ࢆࡳࡢ紹ࠊࡋヲ細ࡣ各講師ࡢ執筆ペ࣮ࡈࢆࢪ参照いࡓ

 ࠋいࡓࡁࡔ

研究会ࡣ小講義室ࡼ࠾びࣃソࢥン࣮࡛࣒ࣝ開催ࠋࡓࡋ向いࡢ中講義室 1 医学中央ࡣ࡛

雑ㄅ刊行会ࠊサン࣓ࠊࢹ医学書院ࣞࣈࠊンࢸッࠊࢡ泉BS（O ࡢ 』 社ࡀ 「日間ࠊ企業展示

 ࠋࡓࡗ࡞行ࢆ

ࡢ九ᕞ┳護福祉大学ࡢ続い࡚会場校ࠊࡾあࡀ開会挨拶ࡾࡼ井ୖ事業局担当理事ࡵࡌࡣ 

山本恵子ᅗ書館長ࡈࡽ挨拶ࢆいࡔࡓいࠋࡓ 

 

ϩ㸬講演 
19ࠕ 世紀著ࢀࡉたࠗ看護覚え書࠘ࡣ 「1 世紀ࡢ学生う響く㸫͆夢ࡢ実現͇を支えࡿ

͆健康࡞生活͇を全てࡢ若人㸫ࠖ 

 

 宮崎┴立┳護大学ࡢ小河一敏准教授ࡿࡼ講演1ࠊࡣ年次生ࡀ普㐢科目ࠕ文化┳護ࠖ領

域ࠕࡢ生活科学演習࡛ࠖࢼࠊチンࠗࡢ࣮ࣝࢤ┳護覚え書࡛࠘挙࡚ࢀࡽࡆいࠕࡿ換気保

温 ࡢ会場校ࠋࡓࢀࡉヰࢆ㐣程ࡃい࡚ࡋ見直ࢆ生活ࡢ実際ࠊ学びࢆ項目ࡢ健康ࠖ等ࡢ住居ࠕࠖ

教員数名ࠊࡶ聞ࡁ来࡚ࢀࡽいࠋࡓ 

 

Ϫ㸬ࠕ看護図書館司書ࡢ役割ついてࠖワ࣮クショップձ 
 研究会࡛࣐࣮ࢸあࠕࡿ┳護教育ᅗ書館－ᅗ書館員ࡢ役割ࠖࡘい࡚考えࡿ機会ࡿ࡞

ネ࣮タ࣮ࢹ࣮ࢥ松本直子氏ࡢ聖路加国際大学学術情報センタ࣮ࠊࡋ企画目的ࢆࡇ

 ࠋࡓࡋ願い࠾ࢆ

あࡀい࡚説明ࡘ方ࡵ㐍ࡢࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢびࡼ࠾ࣉョッࢩࢡワ࣮ࡽ松本氏ࠊࡵࡌࡣ

ୗ記ࠊ次ࠊࡾ 日本┳護ᅗ書ࠊ役割やࡿࡍ期待ᅗ書館員ࡽ大学教員ࠊࡣ講義࡛ࡢ「～1

館協会ࡀ直前行ࡓࡗ࡞調査ࡢ結ᯝࢆ聞いࠋࡓ 

参加者ࡣあࡵࡌࡽ付箋紙㸦ࢺࢫ࣏ッࢺ㸧ࢆ配ᕸࠊࡋ講義ࡈ感想や質問ࢆ記入ࠊ

提出ࡽࡶ࡚ࡋいࠊ講師ࡽ回答࡚ࡋいࡔࡓい࡚参加者全員࡛共᭷ࡿࡍ時間ࢆ設ࠋࡓࡅ 

 

1㸬ࠕ看護教育࣭研究大学࣭大学院図書館ࡢ役割：司書期待ࠖࡇࡿࡍ 

 国際医療福祉大学福岡┳護学部ࡢ原⏣広ᯞ教授ࠊࡾࡼ┳護教育携わ࡚ࡗいࡿ教員ࡢ立

場ࠊࡽ学生ࡣ学習や研究あࡼࡢࠊ࡚ࡗࡓうࡇ࡞関心ࢆ持࡚ࡗいࡎࡲࡘࠊࡢࡿ

い࡚ࡼࡢࡣࡢࡓࡗࡲࡋうࠊࡇ࡞いࡇࡓࡗやᅗ書館員期待ࡿࡍ役割ࡘい࡚࠾

ヰࢆいࡔࡓいࠋࡓ 

 

「㸬ࠕ看護系大学図書館ࡢ課題：司書期待ࠖࡇࡿࡍ 

 千葉科学大学㸦前沖縄┳護大学学長㸧ࡢ前⏣和子教授ࠊࡾࡼ新設大学ᅗ書館ࡢ設立委員

ࡉヰࢆ役割ࡿࡍ期待課題やᅗ書館員ࡢ後ࠊࡽ経験ࡓࢀࡽࡇ࡚ࡵ務࡛ࡲ学長ࡵࡌࡣࢆ

 ࠋࡓࢀ

 

 



」㸬ࠕ日本看護図書館協会加盟館ࡢ学びࡢ調査ࠖࡽ 

 愛知医科大学医学情報センタ࣮㸦ᅗ書館㸧ࡢ小林晴子氏ࠊࡽ日本┳護ᅗ書館協会ࡀ研

究会前行ࠕࡓࡗ࡞日本┳護ᅗ書館協会会員ࡿࡅ࠾学びࡢ調査ࠖ基࡙ࠊࡁ会員ࡀ不足

 ࠋࡓࢀࡉ発表ࡀ調査結ᯝࡿࡍ関キ࣭ࣝ知識等ࢫࡢ業務ࡿい࡚ࡌ感ࡿい࡚ࡋ

 

 最後原⏣氏ࠊ参加者ࢺࢫ࣏ࡢࡽッࡢ࡛ࢺ質問࠾答えいࡔࡓいࠋࡓ 

 

ϫ㸬懇親会 
 1 日目終了後࡛ࢫࣂ移動ࠊࡋ玉名ᕷ内ࡢ尚玄山荘࡛行ࠋࡓࡗ࡞会場校ࡢ九ᕞ┳護福祉大学

6」ࠋࡓいࡔࡓいࢆ発声ࡈࡢ乾杯挨拶ࡈ山﨑貴士ᅗ書課長ࡢ 名ࡀ参加ࠊࡋ日本庭園ࢆ眺

宿Ἡ者ࠋ㸦写真㸧ࡓࡗ࡞ࡢࡶ࡞終始和や࡞ࡿࡍࢆ自己紹ࠊࡣ食事ࡢࡽࡀ࡞ࡵ 1』 名

 ࠋࡓࡵࡋ楽ࡶ散策等ࡢ温Ἠや日本庭園ࡣ

 
 

Ϭ㸬プࣟダクトࣞビュ࣮ձ 
N看Oࠊ࡚࣒ュ࣮タ࣮ࣝࣆンࢥ  医学中央雑ㄅ刊行会株式会社サン࣓ࡀࢹ各社ࢫࢩࡢ

 ࠋࡓࡋい࡚紹ࡘࢫࣅやサ࣮࣒ࢸ

 

ϭ㸬ࠕ看護図書館司書ࡢ役割ついてࠖワ࣮クショップղ 
ࠊ講師ࡢ①ࣉョッࢩࢡワ࣮ࡢ前日ࠊࡵࡌࡣࠊࡋ移動小講義室ࡽ࣒ュ࣮タ࣮ࣝࣆンࢥ 

前⏣氏小林氏ࠊ参加者ࡢࡽ質問࠾答えいࡔࡓいࠋࡓ 

 

 役割ࠖ専門性ࡢ日本医学図書館協会認定資格制度：司書ࠕ

 日本医学ᅗ書館協会ㄆ定資格運営委員࡛ࡶあࠊࡿ愛知医科大学医学情報センタ࣮㸦ᅗ書

館㸧ࡢ小林晴子氏依頼ࠊࡋ専門的࡞知識࣭ࢫキࣝࡢ向ୖࡀᅗࡿࢀ資格ࡢ制度ࡘい࡚紹

ࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋ 

 

 後半ࣉ࣮ࣝࢢࡣワ࣮ࢡ発表ࢆ行ࠋࡓࡗ࡞ 

ࠋࡓࡋࣉ࣮ࣝࢢ「ࡢ8人࡛Ａ～Ｃ～6ࣉ࣮ࣝࢢ1ࢀࡽࡵ決࡚ࡋ考慮ࢆ所属館種ࡣࣉ࣮ࣝࢢ 

1ࠕࠊࡽࡀ࡞ࡅ受ࢆࢫࣂࢻࡢࡽ松本氏ࡢネ࣮タ࣮ࢹ࣮ࢥ 㐌間 1 時間程度ࠊ利用者

サ࣮ࢆࢫࣅ自⏤行えࡼࡢࠊࡽࡓࡋࡿうࢆࡇ࡞行࡞いࡓい ࠊࡋ意見交換ࠊ考えࠖࢆ

模造紙ࡓࡵࡲ㸦写真㸧ࠋ 

 そࡢ後ࠊ模造紙ࡣ室内ࡢ壁貼ࠊࡾ参加者ࡣ各ࡢࣉ࣮ࣝࢢ内容ࢆ見࡚ࡢ感想や質問ࢆ

 ࠋ㸦写真㸧ࡓࡗࡽࡶ࡚ࡗ貼ヱ当箇所ࠊ記入ࢺッࢺࢫ࣏



 最後ࡈࣉ࣮ࣝࢢ模造紙ࡢ前࡛ࡢ発表質疑応答ࢆ行࡞いࠊ終了ࠋࡓࡋ 

 

Ϯ㸬事例発表 
 協働ࠖࡢ図書委員ࡿけ࠾小規模図書館ࠕ

教育࣭研修委員会࡛事例発表ࢆ募集ࢺ࣮ࣁࠊࡋランࢇࡉࡂࡋࢻ┳護専門学校ࡢ山口留美

氏ࡾࡼࠊࡀ利用ࡿࢀࡉᅗ書室ࢆ目指࡚ࡋ行࡚ࡗいࡿ活動ࢆ発表ࠋࡓࢀࡉ 

 

ϯ㸬プࣟダクトࣞビュ࣮ղ 
 再度ࢥンࣆュ࣮タ࣮࣒ࣝ移動ࠊࡋ株式会社医学書院ࠊ株式会社ࣞࣈンࢸッࠊࢡ泉BS（O 

Inさorma図じon Sごrづじげご囲 Jaたan 株式会社ࡀ各社࣒ࢸࢫࢩࡢやサ࣮ࡘࢫࣅい࡚紹ࠋࡓࡋ 

 

ϰ㸬閉会挨拶 
 井ୖ事業局担当理事ࠊ小ᕝ教育࣭研修委員長ࡾࡼ挨拶ࠊࡋ終了ࠋࡓࡋ 

 

ϱ㸬文献検索困ࡈࡾ相談 
 ᅗ書館業務や文献検索ࡢ困ࡢࡈࡾ相談ࢆ想定ࠊࡀࡓࡋ希望ࡃ࡞ࡣ中止ࠊࡋ企業展示や

ᅗ書館見学ࡢ時間変更ࠋࡓࡋ 

 

ϲ㸬࠾わࡾ 
参加者中 16名ࡾࡼンࡢࢺ࣮ࢣ提出ࡀあࣉ࣮ࣝࢢࠋࡓࡗワ࣮ࢡ以外ࢢࣟࣉࡢラ࣒毎ࠕ

後役立ࡘ知識ࡓࡗࡔ ࡓࡗ࡞参考ࡢ業務ࠕࠖ ࡓࡗ࡞ࡁ十分理解࡛ࠕࠖ ࣐࣮ࢸい࡞ࡢ関心ࠕࠖ

ࡓࡗࡔ知識ࡘ後役立ࠕࡀࢇほࠊࢁࡇࡓࡡࡎࡓࢆヱ当ࡢ４項目ࡢࠖࡓࡗࡔ ࡢ業務ࠕࠖ

参考࡛ࠖࡓࡗ࡞あࣉ࣮ࣝࢢࠋࡓࡗワ࣮ࡢࢡ感想欄࡛ࠕࡣ楽ࡓࡗࡋ 意ࡢ方࡞ࢁいࢁいࠕࠖ

見ࢆ聞ࠖࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃいࡓࡗ記述ࡀ見ࠊࢀࡽ全体ࡢ印象ࡘい࡚ࠕࡶ参加ࡋやࡍい雰

ᅖ気ࡓࡗࡔ ࡓ参加いࡈࠋࡓࡗࡔ感想ࡓࡗいࠖࡓࡗ良࡚ࡁ参加࡛࡛ࡾࡤヰ࡞᭷意義ࠕࠖ

 ࠋࡓࡋࡲいࡊࡈ難うࡾ᭷ࠊ皆様ࡓいࡔ

研究会開催あࠊࡾࡓ非常役立࠾ࡘヰ࡚ࡋࢆいࡓࡋࡲࡁࡔࡓ講師ࡢ方々࠾ࠊ菓子や࠾

茶ࡈࡢ提供࡞細や࠾࡞心遣いࢆいࡔࡓいࡓ会場校ࡢ九ᕞ┳護福祉大学附属ᅗ書館ࡢ皆

様ࠊ企画࣭準備多ࡈࡢࡃ助力ࢆいࡔࡓいࡓ理事࣭監事ࡢ皆様ࠊ厚࠾ࡃ礼申ࠋࡍࡲࡆୖࡋ 



プログラム㸦講師敬称略㸧 
 

 
「016 年 8 月 「』 日㸦木㸧 

 

受付 1「:」0-1」:00 企業展示㸦中講義室 1㸧1「:」0-17:1』 

 

Ϩ㸬開会挨拶࣭オࣜエン࣮ࢸション 1」:00-1」:10㸦以下 小講義室㸧 

ϩ㸬講演 1」:1』-1『:「』 

19ࠕ 世紀著ࢀࡉたࠗ┳護覚え書࠘ࡣ 「1 世紀ࡢ学生う響ࡃ㸫͆夢ࡢ実現͇ࢆ支えࡿ

͆健康࡞生活͇ࢆ全࡚ࡢ若人㸫ࠖ 

宮崎┴立┳護大学 准教授 小河一敏 

Ϫ㸬ࠕ┳護図書館司書ࡢ役割つい࡚ࠖワ࣮ࢡショッࣉձ 

コ࣮ࢹネ࣮࣮ࢱ：聖路加国際大学学術情報セン࣮ࢱ 松本直子 

1『:「』-1『:」』 参加者ࣉ࣮ࣝࢢワ࣮ࢡ 1㸦講師紹介進行説明㸧 

 ࠖࡇࡿ期待す役割：司書ࡢ大学࣭大学院図書館護教育࣭研究┳ࠕ 0「:『0-1』:』1

国際医療福祉大学福岡┳護学部 教授 原田広枝 

 ࠖࡇࡿ期待す課題：司書ࡢ護系大学図書館┳ࠕ 0」:0-16「:『1

千葉科学大学 ┳護学部┳護学科長 前田和子 

 ࠖࡽ調査ࡢ学びࡢ日本┳護図書館協会加盟館ࠕ 『「:0-16」:16

愛知医科大学医学情報セン࣮ࢱ㸦図書館㸧 小林晴子 

16:」』-16:』0 参加者ࣉ࣮ࣝࢢワ࣮ࢡ 「㸦講義へࡢ質問感想記述㸧 

17:00-17:1』 質問࣭感想対応すࡿ補足説明 

国際医療福祉大学福岡┳護学部 教授 原田広枝 

ϫ㸬懇親会 17:『0-「0:00 

 会場：尚玄山荘㸦熊本┴玉名市河崎 1番地 1㸧 

 

8 月 「6 日㸦金㸧 

 

企業展示㸦中講義室 1㸧9:」0-1』:』0 

 

Ϭ㸬ࣅࣞࢺࢡࢲࣟࣉュ࣮ձ㸦コンࣆュ࣮࣒࣮ࣝࢱ㸧9：」0-9：』0 

N看O 医学中央雑ㄅ刊行会㸪(株)サン࣓ࢹ 

ϭ㸬ࠕ┳護図書館司書ࡢ役割つい࡚ࠖワ࣮ࢡショッࣉղ 㸦小講義室㸧 

10:00-10:1』 質問࣭感想対応すࡿ補足説明 

千葉科学大学 ┳護学部┳護学科長 前田和子 

 役割ࠖ専門性ࡢ日本医学図書館協会ㄆ定資格制度：司書ࠕ 『「:10-『10:1

愛知医科大学医学情報セン࣮ࢱ㸦図書館㸧 小林晴子 

10:『0-1「:00 参加者ࣉ࣮ࣝࢢワ࣮ࢡ 」㸦ࡢ࡛ࣉ࣮ࣝࢢ意見交換まめ㸧 

 発表ࣉ࣮ࣝࢢ 『』:「00-1:「1

Ϯ㸬事例発表 㸦小講義室㸧1『:00-1『:『0  

 協働ࠖࡢ図書委員ࡿけ࠾小規模図書館ࠕ

ハ࣮ࣛࢺンࢻしࢇࡉࡂ┳護専門学校 山口留美 

ϯ㸬ࣅࣞࢺࢡࢲࣟࣉュ࣮ղ㸦コンࣆュ࣮࣒࣮ࣝࢱ㸧 1『:』0-1』:「0 

(株)医学書院㸪(株)ࣞࣈンࢸッࢡ,EBS（O ．nさormation Sごrvi“ごs Japan㸦株㸧 

ϰ㸬閉会挨拶 1』:「0 

ϱ㸬文献検索困ࡈࡾ相談㸦中止㸧 


